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花崗岩中には，様々な要因によって形成された割れ目（節理，破砕帯等）が分布する。断層

は，この先在する割れ目を弱面として活動する。また，割れ目の方向には定向性がある場合が

あり，直線的な谷などの地形として表れる。卓越する方向から広域的な応力場を推定する試み

も行われている。本稿では，敦賀半島北西部に立地する高速増殖原型炉もんじゅ敷地内・敷地

近傍にて実施された調査結果のうち，割れ目の特徴を示す走向傾斜データ 5050 点を取りまと

めたデータベースを作成した。走向傾斜は，北北東～北東走向高角東傾斜が卓越するが，場所

ごとに異なる特徴を示しており，本データベースを用いた更なる解析が望まれる。 
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 Cracks (joints, fracture zones, etc.) are formed in granite by various mechanisms. 
Faulting uses these pre-existing cracks as weak plane. In addition, there may be 
directionality in the direction of the crack, producing a linear valley. Attempts are also 
being made to estimate a regional stress field from the direction of excellence. In this paper, 
we developed a database of cracks in granite by compiling 5050 points of strike-dip data, as 
part of the geologic surveys of the Monju fast-breeder reactor located in the northwestern 
part of the Tsuruga Peninsula. The strike-dip is predominantly northern northeast to 
northeast strike and high angle east dip, but shows different characteristics for each place. 
Therefore, further analysis using this database is desired. 
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1. はじめに 
 

花崗岩中における割れ目系の形成要因は，①花崗岩の冷却，②断層活動を含むテクトニック

な造構性要因，③地表風化を含む非造構性要因が主要なものとして挙げられる 1)。その中でも，

①花崗岩の冷却は，割れ目分布に大きな影響を及ぼし，②断層は，この先在する割れ目を弱面

として活動する 2)。③非造構性要因による割れ目例としては，上載荷重の除去によるシーティ

ングジョイント 3)，地すべり等に伴うノンテクトニック断層 4)等がある。 
割れ目の方向には定向性がある場合があり，直線的な谷などの地形として表れる。また，卓

越する方向から広域的な応力場を推定する試みも行われている 5)。 
敦賀半島北西部に立地する高速増殖原型炉もんじゅ（以下，もんじゅ）敷地内・敷地近傍で

は，建設当時より様々な目的で地質調査（基礎岩盤調査，敷地内破砕帯調査，これらに付随す

る露頭調査）が行われてきた。本論では，もんじゅ敷地内・敷地近傍において行われた地質調

査結果の内，割れ目系データ（走向傾斜データ）をとりまとめることによって作成したデータ

ベースについて報告する。 
 

2. 地質概要 
 

調査地域であるもんじゅが位置する敦賀半島北部の基盤岩類は，美濃－丹波帯に貫入した江

若（こうじゃく）花崗岩敦賀岩体（細粒～粗粒黒雲母花崗岩）より構成されており（Fig.1），
貫入年代は，68.5 ± 0.7 Ma である 6)。もんじゅ敷地内・敷地近傍においては，粗粒黒雲母花

崗岩が卓越し，一部で細粒黒雲母花崗岩，ペグマタイト，花崗閃緑岩が確認される。また，敷

地内のボーリング調査や剥ぎ取り調査によって，新第三紀中新世の玄武岩が江若花崗岩に貫入

していることも確認されており，その年代は，19.1～18.8 Ma である 6)。その他，石英脈，カ

ルサイト脈，アプライト脈等の鉱物脈が花崗岩，玄武岩中の割れ目を充填する。また，敷地内・

敷地近傍には複数条の破砕帯が確認されているが，この内，敷地内の剥ぎ取り調査によって確

認された破砕帯の最新活動時期は 19 Ma 以前であることが報告されている 7)。 
 

3. データベースの作成 
 

本データベースの作成にあたっては，建設当時から現在までに行われた地質調査のうち，割

れ目の方向を示す走向傾斜データを取りまとめた。総データ数は，5050 点である。一方で，各

地質調査における調査位置，調査密度（縮尺 1：100～1：5000）が異なることから，①基礎岩

盤，②掘削法面，③敷地内・敷地近傍露頭の 3 地域に分類して整理した。このうち，①基礎岩

盤は，約 200 m×100 m の範囲で，1985 年に開始された原子炉施設建設のための掘削工事に

おいて，上載層である段丘堆積物を取り除き，基盤岩を標高 5～21 m 程度まで掘削した岩盤，

②掘削法面は，敷地造成のために山や斜面を掘削した法面である。それぞれのデータ数は，①

3293 点，②809 点，③948 点である。取りまとめたデータは，これに付随する位置情報などの

データとともに Microsoft 社製 Excel 2010 を用いて整理し，CD-ROM に収録した。 
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4. データベースの記載項目 
 
4.1  地域区分 

走向傾斜データが計測された場所について，3. に示した 3 つの地域区分に基づき，①基礎岩

盤：“基礎”，②掘削法面：“法面”，③敷地内・敷地近傍露頭：“露頭”として収録した。 
 
4.2  領域区分 

地域区分で分類した 3 つの地域について，それぞれで複数の領域に区分した（Figs.2～4）。
この区分ごとに，後述する下半球等積投影図を作成した。領域区分にあたっては，①基礎岩盤，

②掘削法面は，走向傾斜データ取得元であるスケッチの領域区分，③敷地内・敷地近傍露頭は，

敷地内・敷地近傍には複数の水系が確認されていることから，水系ごとに領域区分した。 
 
4.3.  割れ目区分 

走向傾斜データを計測した割れ目の種類について，節理面：“J”（Joint），粘土を挟む不連続

面：“C”（Clay），破砕帯：“F”（Fracture zone），貫入面：“D”（Dyke）として，整理し収録

した。なお，貫入面には，玄武岩脈，鉱物脈（石英脈，カルサイト脈及びアプライト脈等）が

含まれるが，貫入の規模に関係なく同一区分として整理した。 
 
4.4  走向傾斜 

走向傾斜データは，調査時に作成された，ルートマップ，スケッチ等から抽出した。走向に

は真北に対する値（磁北に対する値の場合，偏角を西偏 7°として真北に対する値に直した）

を，傾斜方向は 8 方向（N，NE，E，SE，S，SW，W 及び NW）のいずれかを収録した。 
 

4.5  位置情報 
走向傾斜データ取得位置を平面直角座標第Ⅵ系（世界測地系）で収録した。 

 
4.6  岩級区分 

地域区分における“基礎”のみ割れ目を挟んだ両側の岩級区分を収録した。岩級区分は田中 8)

の分類に準じており，B 級，CH 級，CM 級，CL 級，D 級及び破砕帯の 6 種類に区分した。 
 
4.7  備考 

走向傾斜データに付随する情報（貫入脈の種類，破砕帯の幅，節理間隔等）を備考として収

録した。 
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5. まとめ 
 

高速増殖原型炉もんじゅ敷地内・敷地近傍における花崗岩中の割れ目系データ（走向傾斜デ

ータ）を収集し，データベースとして取りまとめた。総データ数は 5050 点である。各地域，

領域における走向傾斜データの下半球等積投影図を Figs.5～7 に示す。主たる走向傾斜は，北

北東～北東走向高角東傾斜であるが，場所ごとに異なる特徴を示しており，また，大局的な特

徴として，敷地内・敷地近傍の北東部と南西部では，卓越する走向が異なることも報告されて

おり 1)，本データベースを用いた更なる解析が望まれる。 
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 図表類  

 

 

Fig.1 調査位置図 
(A)敦賀半島北部の地質図，(B)敷地内・敷地近傍露頭範囲， 

(C)基礎岩盤範囲（斜線網掛け），及び掘削法面範囲（灰色網掛け） 
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Fig.2 基礎岩盤範囲における領域区分 
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Fig.3 掘削法面範囲における領域区分 
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Fig.4 敷地内・近傍露頭における領域区分 

黒線：領域境界，青線：水系 
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Fig.5 走向傾斜の下半球等積投影図（基礎岩盤）（1/5） 
（Contour Int. = 2.0% per 1% area） 

①-A ①-B 

 N=159  N=198 

①-C ②-A 

 N=39  N=86 

②-B ②-C 

 N=113  N=140 

JAEA-Data/Code 2017-017

- 8 -



JAEA-Data/Code 2017-017 

- 9 - 

Fig.5 走向傾斜の下半球等積投影図（基礎岩盤）（2/5） 
（Contour Int. = 2.0% per 1% area） 

③-A ③-B 

 N=62  N=87 

③-C ④-A 

 N=150  N=140 

④-B ④-C 

 N=153  N=101 
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Fig.5 走向傾斜の下半球等積投影図（基礎岩盤）（3/5） 
（Contour Int. = 2.0% per 1% area） 

④-D ⑤-A 

 N=182  N=45 

⑤-B ⑤-C 

 N=58  N=82 

⑤-D ⑥-A 

 N=107  N=287 
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Fig.5 走向傾斜の下半球等積投影図（基礎岩盤）（4/5） 
（Contour Int. = 2.0% per 1% area） 

⑥-B ⑦ 

 N=167  N=207 

⑧-A ⑧-B 

 N=119  N=96 

⑧-C ⑧-D 

 N=164  N=187 
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Fig.5 走向傾斜の下半球等積投影図（基礎岩盤）（5/5） 
（Contour Int. = 2.0% per 1% area） 

⑨ ⑩ 

 N=61  N=51 

⑪  

 N=52 
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Fig.6 走向傾斜の下半球等積投影図（掘削法面）（1/3） 
（Contour Int. = 2.0% per 1% area） 

①山 ②山 

N=78 N=91 

③山 ④山 

N=117 N=72 

⑤山 ⑥山 

N=38 N=18 
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Fig.6 走向傾斜の下半球等積投影図（掘削法面）（2/3） 
（Contour Int. = 2.0% per 1% area） 

⑦山 Ⅰ 

 N=7  N=54 

Ⅱ Ⅲ 

 N=42  N=32 

Ⅳ Ⅴ 

 N=63  N=91 
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Fig.6 走向傾斜の下半球等積投影図（掘削法面）（3/3） 
（Contour Int. = 2.0% per 1% area） 

Ⅵ Ⅶ 

 N=24  N=62 

Ⅷ  

 N=20 
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Fig.7 走向傾斜の下半球等積投影図（敷地内・敷地近傍露頭）（1/3） 
（Contour Int. = 2.0% per 1% area） 

A B 

 N=111  N=111 

C D 

 N=17  N=55 

E F 

 N=11  N=54 
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Fig.7 走向傾斜の下半球等積投影図（敷地内・敷地近傍露頭）（2/3） 
（Contour Int. = 2.0% per 1% area） 

G H 

 N=66  N=53 

I J 

 N=16  N=148 

K L 

 N=36  N=39 
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Fig.7 走向傾斜の下半球等積投影図（敷地内・敷地近傍露頭）（3/3） 
（Contour Int. = 2.0% per 1% area） 

M N 

 N=29  N=45 

O P 

 N=55  N=102 
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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乗数 名称 名称記号 記号乗数



国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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